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長
崎
県
美
術
協
会 

会
員

　

野
母
崎
半
島
の
先
端
に
あ
る
「
夫
婦
岩
」

　

鳥
居
の
あ
る
方
が
男
岩
で
、
片
方
が
女
岩
。

こ
の
岩
は
、
四
億
八
千
年
前
に
で
き
た
岩
石

だ
そ
う
で
、
地
質
学
上
で
は
、「
野
母
変
は

ん
れ
い
岩
複
合
岩
体
」
と
い
う
そ
う
だ
。

　

夕
日
が
沈
む
時
に
で
き
る
光
の
道
は
、

明
日
に
続
く
希
望
の
光
に
も
見
え
る
。
今
年

一
年
、
喜
び
の
多
い
日
で
あ
る
よ
う
願
う
。

２０２６

１, １

新新春春 公開講演会のおしらせ
山
や ま

 口
ぐ ち

 真
ま

 由
ゆ

 氏
信　州　大　学
社会基盤研究所
特　任　教　授

2026 年 1 月 26 日（月）　14：00 〜 15：30

ホテルニュー長崎 ３階 鳳凰閣

日本企業の多様性と女性活躍テーマ

日　時

会　場

公益社団法人 長崎法人会 青年部会
入場無料

400名
会員以外の方もご来場を
お待ちしております。

定
員

〈先着順〉
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長崎税務署
　　署長 石  津  武  志

公益社団法人長崎法人会
　　会長 森    拓 二 郎

　明けましておめでとうございます。会員の皆様に
おかれましては、輝かしい新年をお迎えになられた
ことと心よりお慶び申し上げます。
　昨年度の事業につきましては、各種研修会やセミ
ナー等を通して、会員企業の皆様へ企業経営に求め
られる知識や情報等を提供することを主な目的と
して、積極的な活動を行ってまいりました。
　研修方法につきましては、数年前より実施してい
るハイブリット型（対面とオンラインの組み合わ
せ）説明会の開催を定着させ、会員の皆様の利便性
にも配慮した取り組みを継続して行っております。
11月には、税を考える週間に合わせて本年も公開
講演会を行いました。
　また、将来を担う子どもたちを対象とした女性部
会が担当する「税に関する絵はがきコンクール」を
開催、青年部会が担当する「租税教室」については
例年より多く実施しており、今後社会貢献活動も予
定しております。開催・実施に際しご協力いただき
ました学校関係者ほか多くの皆様に深く感謝申し
上げます。
　今後とも、皆様に安心して研修会・講演会に参加
いただけるよう、安全面等に配慮した規模・方式で
の開催を継続してまいります。
　全国法人会総連合としても「税のオピニオンリー
ダー」として、地域経済と雇用の担い手である中小
企業の厳しい現状を踏まえ、事業を継続するために
必要な支援策や税制措置を講じることを求める「税
制改正に関する提言」を政府・政党・関係省庁はじ
め国会議員、地方自治体等に行っております。
　改めまして、会員の皆様のご尽力と長崎県はじめ
関係市町、税務当局ならびに友誼団体のご支援ご協
力に厚く感謝申し上げますとともに、新たな年が皆
様方にとりまして更なる飛躍の年となりますこと
を祈念いたしまして新年の挨拶とさせていただき
ます。

　新年あけましておめでとうございます。
　令和８年を迎えるに当たり、謹んで新年のご挨拶
を申し上げます。
　旧年中は、森会長様をはじめ、役員並びに会員の
皆様には、税のオピニオンリーダーとして税務行政
全般にわたり深いご理解と格別のご協力を賜り厚
くお礼申し上げます。
　また、「税務研修会」や「年末調整説明会」の開
催をはじめ、女性部会・青年部会を中心とした税を
考える週間の街頭広報、「税に関する絵はがきコン
クール」の開催、「租税教室」への講師派遣など、様々
な事業及び社会貢献活動を展開されており、たいへ
ん心強く感じた次第です。改めて、役員並びに会員
の皆様のご尽力に感謝申し上げます。
　さて、国税当局では、急速に進む社会のデジタル
化を踏まえ、税務行政のＤＸを通じた「適正・公平
な課税・徴収の実現」及び事業者のデジタル化の
促進による、税務を起点とした「社会全体のＤＸ」
の推進に取り組んでおり、税務署ではデジタルを活
用した「納税者の利便性の向上」への対応として、
e-Tax を利用した申告手続等の更なる定着化及び納
税のキャッシュレス化の推進を図っております。
　特に、納税については、手続の回数が多い源泉所
得税の「ダイレクト納付」の利用を促進し、「あら
ゆる税務手続が税務署に行かずにできる社会」の実
現に向けて取り組んでいるところであり、皆様に
は、引き続きこれらの取組に対するお力添えを賜り
ますよう、お願い申し上げます。
　また、税務署では間もなく「所得税、個人事業者
の消費税及び贈与税の確定申告」の時期を迎えます
が、これまで以上に「マイナンバーカードとスマー
トフォンを利用した e-Tax による申告」及び「キャッ
シュレス納付」を推進してまいりますので、皆様に
は、引き続きこれらの取組に対するお力添えを賜り
ますよう、お願い申し上げます。
　最後になりますが、本年の干支「午」は、その
力強く前進する姿から、「勝負（挑戦）」と「飛躍」
の年と言われております。本年の干支にあやかり、
新たな年が、公益社団法人長崎法人会並びに役員・
会員の皆様にとりまして、更なる「飛躍」の一年と
なることを祈念いたしまして、新年の挨拶とさせて
いただきます。

新年のご挨拶

謹賀新年
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
、
県
で
は
総
合
計
画
が
最
終
年

度
を
迎
え
る
中
、
新
た
な
視
点
や
発
想

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
積
極
的
か
つ
着

実
に
事
業
の
推
進
へ
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
成
長
し
、
多
様
な
活
躍
に
繋
が
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、昨
年
３
月
に
「
長

崎
県
こ
ど
も
未
来
応
援
基
金
」
を
創
設

し
、安
全
・
安
心
な
「
こ
ど
も
の
居
場
所
」

や
、冒
険
な
ど
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
「
こ

ど
も
の
体
験
」
を
提
供
す
る
「
こ
ど
も

場
所
」
の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
む
な

ど
、
子
育
て
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
し

た
。

　

一
方
、
本
県
の
離
島
・
半
島
を
多
く

抱
え
る
地
理
的
特
性
や
人
口
減
少
な
ど

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
、
県
民
の
皆
様

の
生
活
が
よ
り
豊
か
で
快
適
に
な
る
よ

う
、
最
先
端
技
術
の
活
用
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
本

県
初
と
な
る
国
家
戦
略
特
区
の
指
定
に

伴
い
、
昨
年
11
月
に
は
、
全
国
で
初
め

て
エ
リ
ア
単
位
で
の
レ
ベ
ル
４
飛
行

（
目
視
外
で
民
家
上
空
等
を
飛
行
可
能
）

に
よ
る
医
薬
品
・
日
用
品
の
配
送
が
実

証
さ
れ
、
本
県
の
物
流
や
配
送
の
未
来

を
変
え
て
い
く
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま

し
た
。

　

製
造
業
に
お
い
て
は
、
半
導
体
や
航

空
機
な
ど
成
長
産
業
の
需
要
を
県
内
に

取
り
込
む
た
め
、
県
内
企
業
の
販
路
拡

大
や
技
術
力
向
上
、
人
材
確
保
等
の
支

援
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
県
内
外
の
皆
様
と
の

交
流
が
進
ん
だ
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
全
国
規
模

の
文
化
の
祭
典
「
な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文

化
祭
２
０
２
５
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御

臨
席
を
賜
り
、
本
県
の
多
種
多
様
な
文

化
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
に
は
、
国
際
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
九
州
」
が
本

県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、
国
内
外
の
18

チ
ー
ム
、
１
０
６
名
の
選
手
が
、
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ス
ピ
ー
ド
と
迫
力
あ

る
走
り
で
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。

　

11
月
の
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ　

ワ
イ
ル

ド
エ
リ
ア
：
長
崎
」
に
は
、
海
外
か
ら

も
含
め
て
約
42
万
人
の
方
々
が
参
加
さ

れ
、
長
崎
県
の
豊
富
な
食
や
観
光
地
等

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
経
済
に

大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
は
被
爆
80
年
、
長
崎
空
港
開
港

50
周
年
な
ど
様
々
な
節
目
の
年
で
あ

り
、
長
崎
県
の
歩
み
や
こ
れ
ま
で
受
け

継
が
れ
て
き
た
先
人
の
方
々
の
功
績
に

思
い
を
馳
せ
、
こ
れ
か
ら
の
長
崎
県
に

思
い
を
巡
ら
す
良
い
機
会
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

開
業
４
年
目
を
迎
え
て
い
る
西
九
州

新
幹
線
は
、
年
々
利
用
者
数
が
増
加
す

る
な
ど
、
利
用
状
況
も
順
調
に
推
移
し

て
い
ま
す
。
西
九
州
ル
ー
ト
の
未
整
備

区
間
（
新
鳥
栖
～
武
雄
温
泉
間
）
に
つ

い
て
も
、
関
係
者
の
動
き
が
活
発
に
な

り
、
議
論
も
加
速
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
政
府
・
与
党
に
課
題
の
解
決
を

働
き
か
け
る
と
と
も
に
関
係
者
と
協
議

を
重
ね
な
が
ら
、
全
線
フ
ル
規
格
に
よ

る
整
備
の
早
期
実
現
に
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
国
境
離
島
を
有
す
る

長
崎
県
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
法
律

で
あ
る
有
人
国
境
離
島
法
が
、
令
和
９

年
３
月
に
失
効
期
限
を
迎
え
ま
す
。
県

で
は
、
市
町
の
皆
様
と
連
携
し
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、
法
の
改
正
・
延

長
や
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
、
国
等
へ

強
く
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
県
で
は
昨
年
、
令
和

８
年
度
か
ら
の
５
年
間
の
指
針
と
な
る

「
長
崎
県
総
合
計
画　

み
ん
な
の
未
来

図
２
０
３
０
」
を
策
定
し
ま
し
た
。「
な

が
さ
き
の
誇
り
と
希
望
を
力
に
、
み
ん

な
で
夢
あ
ふ
れ
る
未
来
を
ひ
ら
く
」
を

基
本
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
同
じ
く

昨
年
策
定
し
た
「
な
が
さ
き
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
・
情
報
発
信
戦
略
」
や
ロ
ゴ

等
も
活
用
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
多

方
面
か
ら
選
ば
れ
る
「
新
し
い
長
崎
県
」

の
実
現
に
挑
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　令和８年
　　　新年知事あいさつ

長崎県知事  大  石  賢  吾
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　会員一同心からお祝いを申し上げるとともに、今後ますますのご健勝とご活躍を
お祈りいたします。

国税庁長官表彰・税務署長表彰・感謝状の受賞に輝く
令和 ７ 年度

　元日本テレビアナウンサーで現在フリーアナウンサーの上重聡氏
を講師としてお招きし、約1時間30分にわたり公開講演会を開催し
ました。
　講演会のテーマは「地域を元気にするスポーツのチカラ！」と題し
た講演で、ご自身のテレビ局でのスポーツ実況や各種取材について
のエピソードを交えながらお話され、また、PL学園時代、甲子園で
横浜高校の松坂投手との延長までもつれる投げ合いについてもお話
しされました。会場には約200名の方にご来場いただき、上重氏の
講演を熱心に聞いておられました。

講　師：　　　　　　 　　　 上
か み

 重
し げ

　聡
さとし

 氏

テーマ：地域を元気にするスポーツのチカラ！

元日本テレビアナウンサー
フリーアナウンサー

【
国
税
庁
長
官
納
税
表
彰
】

殿   

村   

育   

生  

様

（
公
社
）
長
崎
法
人
会 

筆
頭
副
会
長

㈱
カ
ス
テ
ラ
本
家 
福
砂
屋 

代
表
取
締
役

【
長
崎
税
務
署
長
感
謝
状
】

松   

尾   

慶   

子  

様

（
公
社
）
長
崎
法
人
会 

理
事

（
公
社
）
長
崎
法
人
会 

女
性
部
会 

副
部
会
長

㈱
龍
井 
寶
來
軒 

代
表
取
締
役

【
長
崎
税
務
署
長
感
謝
状
】

鈴   
木   
　   

元  

様

（
公
社
）
長
崎
法
人
会 

理
事

鈴
木
服
装
㈱ 

代
表
取
締
役

【
長
崎
税
務
署
長
納
税
表
彰
】

川   

添   

研   

太  

様

（
公
社
）
長
崎
法
人
会 

理
事

川
添
硝
子
㈱ 

代
表
取
締
役

【
長
崎
税
務
署
長
感
謝
状
】

永   

田   

吉   

朗  

様

（
公
社
）
長
崎
法
人
会 

理
事

㈱
永
田
会
計 

代
表
取
締
役

「税を考える週間」「税を考える週間」公開講演会公開講演会



（
公
社
）
長
崎
法
人
会
だ
よ
り

（
公
社
）
長
崎
法
人
会
だ
よ
り

（6）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
日
本
銀
行
の
業

務
運
営
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
て
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
が
、
物
価
や
賃
金
を
戦

略
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
通
じ
て
企

業
の
収
益
力
の
強
化
が
進
み
、
個
人
の

所
得
環
境
の
好
転
が
続
く
１
年
と
な
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
緩
や
か
な
回
復
を
続
け
た
国
内
経
済
）

　

昨
年
の
日
本
経
済
は
、
海
外
経
済
の

緩
や
か
な
成
長
と
、
そ
の
も
と
で
の
国

内
企
業
の
好
調
な
輸
出
・
生
産
活
動
に

支
え
ら
れ
て
、
緩
や
か
な
回
復
を
た
ど

り
ま
し
た
。

　

企
業
収
益
は
、
製
造
業
に
お
い
て
関

税
に
よ
る
下
押
し
の
影
響
が
み
ら
れ
ま

し
た
が
、
全
体
と
し
て
は
高
水
準
を
維

持
し
、
業
況
感
も
良
好
な
水
準
を
保
ち

ま
し
た
。
こ
う
し
た
も
と
で
、
設
備
投

資
は
緩
や
か
に
増
加
し
た
ほ
か
、
株
価

は
、
日
経
平
均
株
価
が
一
時
５
万
円
を

超
え
る
水
準
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。

　

企
業
の
積
極
的
な
求
人
と
賃
上
げ
に

よ
り
、
雇
用
・
所
得
環
境
も
改
善
を
続

け
、
個
人
消
費
は
、
物
価
上
昇
の
影
響

を
受
け
つ
つ
も
、
底
堅
く
推
移
し
ま
し

た
。
先
行
き
に
つ
い
て
も
、
各
国
通
商

政
策
の
影
響
か
ら
国
内
外
の
経
済
成
長

は
、
一
時
的
に
鈍
化
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
後
は
、
再
び
回
復
経

路
に
復
す
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
国
内
の
物
価
は
、
消
費
者

物
価
指
数
（
生
鮮
食
品
を
除
く
総
合
指

数
）
の
前
年
比
が
、
振
れ
を
伴
い
な
が

ら
プ
ラ
ス
３
％
前
後
で
推
移
し
ま
し
た
。

賃
金
上
昇
の
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
の
動

き
が
続
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
米
な
ど

の
食
料
品
価
格
の
上
昇
が
影
響
し
ま
し

た
。

　

先
行
き
を
展
望
す
る
と
、
こ
れ
ま
で

物
価
を
押
し
上
げ
て
き
た
要
因
の
う
ち
、

原
油
や
食
料
を
始
め
と
し
た
輸
入
品
目

の
価
格
高
騰
の
影
響
は
、
減
衰
し
て
い

ま
す
。

　

輸
入
物
価
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
制
限
さ
れ
た
経
済
活

動
が
世
界
規
模
で
再
開
さ
れ
た
こ
と
や
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
で
の
軍
事
衝
突
、

為
替
円
安
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
急
速

に
上
昇
し
、
こ
れ
が
近
年
の
国
内
物
価

を
押
し
上
げ
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
２
０
２
４
年
後
半
以
降
は
下
落

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
夏
以
降
、
食
料
品
価

格
を
押
し
上
げ
て
き
た
米
類
の
価
格
は
、

高
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
ご
く
足

も
と
は
上
昇
か
ら
下
落
に
転
じ
る
兆
し

が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
が
続
け
ば
、
国
内
物

価
を
押
し
上
げ
る
要
因
は
、
労
務
費
や

賃
金
の
上
昇
が
中
心
と
な
っ
て
く
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
各
国
の
通
商
政

策
や
日
中
関
係
の
影
響
が
、
今
後
、
国

内
外
の
経
済
に
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
現

れ
て
く
る
か
は
不
透
明
で
す
が
、
そ
の

影
響
が
緩
和
さ
れ
て
い
く
に
し
た
が
っ

て
、
国
内
物
価
は
、
２
％
の
「
物
価
安

定
の
目
標
」
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

（
着
実
な
金
融
緩
和
度
合
い
の
調
整
）

　

日
本
銀
行
は
、
２
０
２
４
年
３
月
に

そ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
大
規
模
な
金

融
緩
和
政
策
を
終
了
し
、
国
内
経
済
は

「
金
利
の
あ
る
経
済
」
に
移
行
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
着
実
に
金
利
水
準
を
引

き
上
げ
、
２
０
２
５
年
も
こ
れ
を
維
持

し
、
金
利
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
引
き
続
き
政
策
金
利
を
引
き

上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

日
本
銀
行
が
こ
う
し
た
政
策
運
営
方

針
を
採
っ
て
い
る
の
は
、
現
在
の
実
質

金
利
（
見
か
け
の
金
利
か
ら
物
価
変
動

の
影
響
を
差
し
引
い
た
金
利
）
が
き
わ

め
て
低
い
水
準
に
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま

え
る
と
、
見
通
し
ど
お
り
に
経
済
と
物

価
が
推
移
し
て
い
く
場
合
に
は
経
済
・

物
価
情
勢
の
改
善
に
応
じ
て
、
金
融
緩

和
の
度
合
い
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
た
め
で
す
。

　

た
だ
し
、
各
国
の
通
商
政
策
等
の
影

響
を
は
じ
め
、
様
々
な
不
確
実
性
が
高

い
状
況
が
続
い
て
い
る
た
め
、
内
外
の

経
済
・
物
価
情
勢
や
金
融
市
場
の
動
向

日本銀行
長崎支店長  伊　藤　　　真
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2026 年の長崎県経済の展望
−戦略的な価格・賃金設定の定着に向けて−

 

２
０
２
６
年
の
長
崎
県
経
済
の
展
望

―

戦
略
的
な
価
格
・
賃
金
設
定
の

定
着
に
向
け
て―

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
日
本
銀
行
の
業
務

運
営
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
６
年
が
、
物
価
や
賃
金
を
戦
略

的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
通
じ
て
企
業

の
収
益
力
の
強
化
が
進
み
、
個
人
の
所
得

環
境
の
好
転
が
続
く
１
年
と
な
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
緩
や
か
な
回
復
を
続
け
た
国
内
経
済
）

昨
年
の
日
本
経
済
は
、
海
外
経
済
の
緩

や
か
な
成
長
と
、
そ
の
も
と
で
の
国
内
企

業
の
好
調
な
輸
出
・
生
産
活
動
に
支
え
ら

れ
て
、
緩
や
か
な
回
復
を
た
ど
り
ま
し
た
。

企
業
収
益
は
、
製
造
業
に
お
い
て
関
税

に
よ
る
下
押
し
の
影
響
が
み
ら
れ
ま
し

た
が
、
全
体
と
し
て
は
高
水
準
を
維
持
し
、

業
況
感
も
良
好
な
水
準
を
保
ち
ま
し
た
。

こ
う
し
た
も
と
で
、
設
備
投
資
は
緩
や
か

に
増
加
し
た
ほ
か
、
株
価
は
、
日
経
平
均

株
価
が
一
時
５
万
円
を
超
え
る
水
準
ま

で
上
昇
し
ま
し
た
。

企
業
の
積
極
的
な
求
人
と
賃
上
げ
に

よ
り
、
雇
用
・
所
得
環
境
も
改
善
を
続
け
、

個
人
消
費
は
、
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け

つ
つ
も
、
底
堅
く
推
移
し
ま
し
た
。
先
行

き
に
つ
い
て
も
、
各
国
通
商
政
策
の
影
響

か
ら
国
内
外
の
経
済
成
長
は
、
一
時
的
に

鈍
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

後
は
、
再
び
回
復
経
路
に
復
す
る
も
の
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
間
、
国
内
の
物
価
は
、
消
費
者
物

価
指
数
（
生
鮮
食
品
を
除
く
総
合
指
数
）

の
前
年
比
が
、
振
れ
を
伴
い
な
が
ら
プ
ラ

ス
３
％
前
後
で
推
移
し
ま
し
た
。
賃
金
上

昇
の
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
の
動
き
が
続

い
た
こ
と
に
加
え
て
、
米
な
ど
の
食
料
品

価
格
の
上
昇
が
影
響
し
ま
し
た
。

先
行
き
を
展
望
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
物

価
を
押
し
上
げ
て
き
た
要
因
の
う
ち
、
原

油
や
食
料
を
始
め
と
し
た
輸
入
品
目
の

価
格
高
騰
の
影
響
は
、
減
衰
し
て
い
ま
す
。

輸
入
物
価
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
制
限
さ
れ
た
経
済
活
動

が
世
界
規
模
で
再
開
さ
れ
た
こ
と
や
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
で
の
軍
事
衝
突
、
為
替

円
安
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
急
速
に
上
昇

し
、
こ
れ
が
近
年
の
国
内
物
価
を
押
し
上 ▲

▲

サービス

財（除く食料）

食料

エネルギー

（除く生鮮食品）

（前年比、％）

年

（出所）総務省「消費者物価指数」

消費者物価

 

げ
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０

２
４
年
後
半
以
降
は
下
落
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
夏
以
降
、
食
料
品
価
格

を
押
し
上
げ
て
き
た
米
類
の
価
格
は
、
高

値
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
ご
く
足
も
と

は
上
昇
か
ら
下
落
に
転
じ
る
兆
し
が
見

え
始
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
が
続
け
ば
、
国
内
物
価

を
押
し
上
げ
る
要
因
は
、
労
務
費
や
賃
金

の
上
昇
が
中
心
と
な
っ
て
く
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
各
国
の
通
商
政
策
や
日

中
関
係
の
影
響
が
、
今
後
、
国
内
外
の
経

済
に
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
く
る
か

は
不
透
明
で
す
が
、
そ
の
影
響
が
緩
和
さ

れ
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
、
国
内
物
価
は
、

２
％
の
「
物
価
安
定
の
目
標
」
に
向
か
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

         （
着
実
な
金
融
緩
和
度
合
い
の
調
整
）

日
本
銀
行
は
、
２
０
２
４
年
３
月
に
そ

れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
大
規
模
な
金
融

緩
和
政
策
を
終
了
し
、
国
内
経
済
は
「
金

利
の
あ
る
経
済
」
に
移
行
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
着
実
に
金
利
水
準
を
引
き
上
げ
、

２
０
２
５
年
も
こ
れ
を
維
持
し
、
金
利
の

引
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
引

き
続
き
政
策
金
利
を
引
き
上
げ
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
銀
行
が
こ
う
し
た
政
策
運
営
方

針
を
採
っ
て
い
る
の
は
、
現
在
の
実
質
金

利
（
見
か
け
の
金
利
か
ら
物
価
変
動
の
影

響
を
差
し
引
い
た
金
利
）
が
き
わ
め
て
低

い
水
準
に
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、

見
通
し
ど
お
り
に
経
済
と
物
価
が
推
移

し
て
い
く
場
合
に
は
経
済
・
物
価
情
勢
の

改
善
に
応
じ
て
、
金
融
緩
和
の
度
合
い
を

調
整
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

た
め
で
す
。

た
だ
し
、
各
国
の
通
商
政
策
等
の
影
響

を
は
じ
め
、
様
々
な
不
確
実
性
が
高
い
状

況
が
続
い
て
い
る
た
め
、
内
外
の
経
済
・

物
価
情
勢
や
金
融
市
場
の
動
向
等
を
丁

寧
に
確
認
し
な
が
ら
金
利
引
き
上
げ
の

判
断
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
大
規
模
な
金
融
緩
和
政
策
の

下
で
買
い
入
れ
た
国
債
な
ど
の
資
産
の

処
分
も
進
め
、
２
０
２
５
年
に
は
、
Ｅ
Ｔ

Ｆ
や
Ｊ‐

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
の
売
却
も
決
定
し

ま
し
た
。

こ
う
し
た
資
産
の
処
分
は
、
金
融
緩
和

の
度
合
い
を
調
整
す
る
も
の
で
は
な
く
、

大
規
模
な
金
融
緩
和
政
策
の
終
了
に
対

応
す
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

金
融
市
場
を
か
く
乱
す
る
こ
と
が
な
い

年

（前年比、％）

（出所）総務省「消費者物価指数」

年

円ベース

契約通貨ベース

（前年比、％）

（出所）日本銀行「企業物価指数」

輸入物価

米類価格
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等
を
丁
寧
に
確
認
し
な
が
ら
金
利
引
き

上
げ
の
判
断
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
大
規
模
な
金
融
緩
和
政
策

の
下
で
買
い
入
れ
た
国
債
な
ど
の
資
産

の
処
分
も
進
め
、
２
０
２
５
年
に
は
、

Ｅ
Ｔ
Ｆ
や
Ｊ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
の
売
却
も
決

定
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
資
産
の
処
分
は
、
金
融
緩

和
の
度
合
い
を
調
整
す
る
も
の
で
は
な

く
、
大
規
模
な
金
融
緩
和
政
策
の
終
了

に
対
応
す
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
観

点
か
ら
、
金
融
市
場
を
か
く
乱
す
る
こ

と
が
な
い
規
模
と
ペ
ー
ス
で
処
分
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
銀
行
は
、
引
き
続
き
、
２
％
の

「
物
価
安
定
の
目
標
」
の
持
続
的
・
安
定

的
な
実
現
に
向
け
て
、
経
済
・
物
価
・

金
融
情
勢
に
応
じ
て
適
切
に
金
融
緩
和

度
合
い
を
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

（
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
長
崎
県
経
済
）

　

長
崎
県
経
済
も
、
国
内
経
済
と
同
様
、

緩
や
か
な
回
復
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

県
内
企
業
の
業
況
判
断
は
、
西
九
州

新
幹
線
の
開
業
や
長
崎
市
街
地
を
中
心

と
し
た
都
市
再
開
発
に
伴
う
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
企
業
の
進
出
、
人
口
の
流
入
な

ど
の
効
果
が
一
服
し
、
引
き
下
げ
方
向

に
あ
る
も
の
の
、
引
き
続
き
高
水
準
で

良
好
な
状
態
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
の
生
産
活
動
は
、
増
加
を
続
け

て
い
ま
す
。
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
の

生
産
高
は
、
Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
半
導
体
関
連

需
要
の
高
ま
り
か
ら
、
増
加
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

造
船
の
生
産
高
も
、
国
際
的
な
船
舶

市
況
の
好
転
や
為
替
円
安
、
防
衛
予
算

の
増
額
の
後
押
し
な
ど
か
ら
、
増
加
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
分
野
も
先
行
き
の
受
注
が

積
み
上
が
っ
て
お
り
、
当
面
好
調
が
続

く
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
需
要
面
を
み
る
と
、
観
光
消

費
額
は
、
２
０
２
５
年
も
増
加
基
調
を

継
続
し
て
い
ま
す
。
西
九
州
新
幹
線
の

開
業
や
長
崎
市
を
中
心
と
し
た
都
市
再

開
発
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
や
当
地
を
舞

台
に
し
た
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
放

映
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

な
ど
の
効
果
が
続
く
中
、
観
光
客
数
が

着
実
に
回
復
し
た
こ
と
に
加
え
、
一
人

当
た
り
の
消
費
単
価
の
上
昇
が
消
費
額

の
押
し
上
げ
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と

み
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
設
備
投
資
は
、
造
船
関
連
の

設
備
更
新
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の

生
産
設
備
の
新
設
な
ど
、
製
造
業
を
中

心
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分

野
は
、
県
内
で
も
産
官
学
連
携
の
下
で

注
力
し
て
き
た
分
野
で
す
が
、
政
府
が

昨
年
11
月
に
策
定
し
た
「
総
合
経
済
対

策
」
の
中
で
官
民
連
携
投
資
を
行
う
戦

略
分
野
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
投
資
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

公
共
投
資
も
、
国
土
強
靱
化
関
連
の

幹
線
道
路
の
整
備
や
予
算
が
増
額
さ
れ

た
防
衛
関
連
施
設
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、

増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
発
な
企
業
活
動
と
人
手

不
足
感
の
強
ま
り
に
よ
り
、
２
０
２
５

年
も
、
県
内
企
業
の
賃
上
げ
の
動
き
が

継
続
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
12
月
か

ら
、
当
地
の
最
低
賃
金
も
大
き
く
引
き

上
げ
ら
れ
、
こ
れ
を
起
点
に
広
く
企
業

は
賃
金
の
底
上
げ
を
促
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
当
地
の
雇

用
者
所
得
は
、
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
も
と
で
、
個
人
消
費
は
、
一
部
に

物
価
上
昇
の
影
響
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
ま
す
。

（
戦
略
的
な
価
格
・
賃
金
設
定
の
定
着
に

向
け
て
）

　

各
国
通
商
政
策
や
日
中
関
係
の
影
響

な
ど
、
国
内
外
の
経
済
に
対
す
る
不
確

実
要
素
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
影

響
が
顕
在
化
し
な
け
れ
ば
、
当
地
経
済

の
緩
や
か
な
回
復
は
、
当
面
続
く
も
の

と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
際
、
そ
の
効
果
を
広
く
浸
透
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
定
着
し
つ
つ
あ

る
物
価
と
賃
金
の
引
き
上
げ
を
、
企
業

が
よ
り
戦
略
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

販
売
価
格
の
引
き
上
げ
は
、
値
上
げ

を
極
力
回
避
す
る
と
の
そ
れ
ま
で
の
企

業
の
経
営
方
針
を
大
き
く
転
換
す
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
が
、
価
格
の
引
き
上

げ
は
や
む
を
得
ず
行
う
と
い
う
側
面
が

強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
企
業
の
収
益
は
、
全
体
と
し
て

み
れ
ば
増
加
基
調
を
続
け
て
い
ま
す
。

市
況
が
良
い
特
定
の
企
業
や
政
府
の
施

策
と
関
連
が
深
い
業
種
に
牽
引
さ
れ
て

い
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
収
益
を
拡
大

し
て
い
る
企
業
は
、
従
来
選
択
で
き
な

か
っ
た
販
売
価
格
の
引
き
上
げ
を
戦
略

的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
手
企
業
と
当
地
企
業
の
多

く
が
含
ま
れ
る
中
小
企
業
を
比
べ
る
と
、

売
上
額
が
ほ
ぼ
同
様
の
伸
び
率
で
増
加

し
て
い
る
一
方
で
、
経
常
利
益
の
伸
び

率
は
、
差
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ
の

要
因
の
一
つ
は
、
収
益
確
保
に
つ
な
げ

る
販
売
価
格
政
策
の
違
い
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

同
様
に
、
賃
金
の
引
き
上
げ
も
、
目

の
前
の
人
手
不
足
に
対
応
す
る
防
衛
的

な
側
面
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

人
口
減
少
の
下
で
事
業
を
継
続
し
拡
大

す
る
た
め
に
は
、
周
囲
に
追
随
す
る
だ

け
で
な
い
賃
金
の
設
定
が
求
め
ら
れ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
間
、
企
業
に
よ
る
販
売
価
格
の

引
き
上
げ
は
、
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
値

上
げ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
消
費
者
の

態
度
を
変
化
さ
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

企
業
に
と
っ
て
は
、
販
売
価
格
の
引

き
上
げ
が
、
単
に
コ
ス
ト
転
嫁
の
方
策

と
し
て
で
は
な
く
、
付
加
価
値
の
創
出

を
通
じ
た
利
益
拡
大
の
手
段
と
し
て
も

活
用
す
る
こ
と
が
経
営
上
の
選
択
肢
と

な
る
経
済
環
境
へ
移
行
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
通
じ
て
、
２
０
２
６

年
が
当
地
経
済
の
更
な
る
発
展
と
皆
様

の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
の
年
と
な
る
こ

と
を
強
く
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

 

業
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上
げ
を
促
さ
れ
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。
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。
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。
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上
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は
や
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を
得
ず
行
う
と
い
う
側
面
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強
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ま
す
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内
企
業
の
収
益
は
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全
体
と
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す
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や
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面
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り
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が
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収
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は
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で
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を
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大
手
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地
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。
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収
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上
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の
人
手
不
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に
対
応
す
る
防
衛
的
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側
面
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大
き
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と
考
え
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れ
ま
す

が
、
人
口
減
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事
業
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継
続
し
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◆
Ｂ
リ
ー
グ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
の

　

経
済
効
果

　

こ
の
記
事
が
皆
様
の
目
に
触
れ
る
の

は
、
早
く
と
も
２
０
２
６
年
１
月
初
旬

頃
か
と
存
じ
ま
す
が
、
１
月
16
日
か
ら

18
日
に
か
け
て
、「
り
そ
な
グ
ル
ー
プ 
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」

が
長
崎
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
全
国
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ
ァ
ン
の
目
が
長
崎

に
注
が
れ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
日
本

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
を
代
表
す
る

ス
タ
ー
選
手
た
ち
が
、
長
崎
に
集
結
し

ま
す
。
ハ
ピ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ
を
中
心
に
、

長
崎
駅
周
辺
や
浜
町
エ
リ
ア
、
出
島

メ
ッ
セ
で
も
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。
多
く
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
フ
ァ
ン
や
関
係
者
が
長
崎
を
訪
れ
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
長

崎
と
い
う
街
の
歴
史
や
文
化
を
楽
し
ん

で
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
は
、
長
崎
の

地
域
経
済
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
２
０
２
５

年
１
月
に
千
葉
県
船
橋
市
で
開
催
さ 

れ
た
オ
ー
ル
ス
タ
ー
は
、
Ｂ
リ
ー
グ
の 

サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る 

EY
 Japan

社
の
試
算
に
よ
る
と
、
約

12
・
8
億
円
の
経
済
波
及
効
果
と
約

52
・
0
億
円
の
社
会
的
価
値
を
創
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
２
０
２
４
年
に
沖

縄
で
開
催
さ
れ
た
オ
ー
ル
ス
タ
ー
の
約

２
倍
の
数
字
で
す
。
昨
年
ま
で
の
オ
ー

ル
ス
タ
ー
は
２
日
間
で
し
た
が
、
今
年

は
初
の
３
日
間
と
な
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
長
崎
で
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
が
過
去

最
大
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
生
み
出
す
可
能

性
も
十
分
に
あ
り
ま
す
。

　

オ
ー
ル
ス
タ
ー
を
機
に
長
崎
を
訪
れ

る
方
々
だ
け
で
な
く
、
も
ち
ろ
ん
地
元

長
崎
の
皆
様
に
も
、
こ
の
特
別
な
イ
ベ

ン
ト
を
心
か
ら
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
Ｂ
リ
ー

グ
の
公
式
サ
イ
ト
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

◆
ヴ
ェ
ル
カ
の
社
会
貢
献
活
動

　
「V

ELC
A
RES

」

　

さ
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
長
崎
ヴ
ェ
ル

カ
で
す
が
、
本
稿
執
筆
時
点
で
全
60
試

合
中
18
試
合
を
戦
い
、
16
勝
２
敗
で
Ｂ

１
西
地
区
首
位
に
立
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
序
盤
戦
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ

創
設
か
ら
５
シ
ー
ズ
ン
目
、
そ
し
て
Ｂ

１
で
の
３
年
目
に
し
て
、
チ
ー
ム
は
か

つ
て
な
い
快
進
撃
を
見
せ
て
い
ま
す
。

昨
シ
ー
ズ
ン
の
ハ
ピ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ
開

業
、
そ
し
て
今
シ
ー
ズ
ン
の
躍
進
を
受

け
て
、
最
近
で
は
国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア

か
ら
ク
ラ
ブ
へ
の
取
材
依
頼
が
相
次
ぐ

な
ど
、
全
国
的
、
国
際
的
な
認
知
度
、

注
目
度
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
戦
い
ぶ
り
や
勝
ち
負
け
も

重
要
で
す
が
、
認
知
度
や
注
目
度
が
高

ま
る
ほ
ど
重
み
を
増
す
の
が
、「
私
た

ち
長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
は
一
企
業
と
し
て
、

社
会
に
ど
う
貢
献
す
る
の
か
」
と
い
う

問
い
で
す
。

　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
他
の
企
業

と
同
様
、
社
会
問
題
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て

こ
そ
、
そ
の
存
在
価
値
が
広
く
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
特
に

私
が
高
校
・
大
学
時
代
を
過
ご
し
た
ア

メ
リ
カ
で
は
そ
の
よ
う
な
価
値
観
が
強

く
、
優
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト
は
同
時
に
「
社

会
的
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
」
で
あ
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
背
景

か
ら
、
私
た
ち
は
「V

ELCA
RES

」

と
題
し
た
社
会
貢
献
活
動
に
注
力
し
て

い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
今
シ
ー
ズ
ン
開
幕
直
後
の

昨
年
10
月
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
啓
発
を
目
的
と
し
た
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
活
動
の
一
環
で
、
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
に
お
い
て
「RO

CK
 T

H
E PIN

K
 

D
A

Y

」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
長
崎
市
の
女
性
医
療
専
門
ク

リ
ニ
ッ
ク
「
Ｔ
・
Ｉ
ク
リ
ニ
ッ
ク
長
崎
」

さ
ん
な
ど
、
私
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企

業
に
協
賛
い
た
だ
い
た
こ
の
試
合
で

は
、
来
場
者
全
員
に
ピ
ン
ク
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
配
布
し
、
選
手
た
ち
も
こ
の
日
だ

け
の
ピ
ン
ク
色
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着

て
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
試
合
当
日
、

ア
リ
ー
ナ
の
外
に
設
置
し
た
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
車
に
よ
る
無
料
の
乳
が
ん
検
診

は
す
ぐ
に
予
約
で
埋
ま
る
な
ど
、
フ
ァ

ン
の
方
々
も
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
活
動
の
取
り
組
み
は

今
シ
ー
ズ
ン
で
３
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
過
去
に
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
キ
ッ

「長崎ヴェルカは一企業として、
 社会にどう貢献するのか」

株式会社長崎ヴェルカ
代表取締役社長兼ゼネラルマネージャー

伊　藤　拓　摩
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カ
ケ
に
乳
が
ん
検
診
を
受
け
た
方
の
腫

瘍
が
見
つ
か
る
な
ど
、
早
期
発
見
に
つ

な
が
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
当
日
の
試
合
で
37

得
点
を
記
録
し
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
い
た
ス
タ

ン
リ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
選
手
は
19
歳
の

頃
、
母
親
を
乳
が
ん
で
亡
く
し
た
こ
と

を
、
試
合
後
の
記
者
会
見
で
語
り
ま
し

た
。
選
手
た
ち
も
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み

の
意
義
を
理
解
し
、
深
く
関
わ
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

◆
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
共
に

　

離
島
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援

　

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
事
例
を
挙

げ
る
と
、
離
島
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援

す
る
「B-RA

V
E O

N
E

（
ビ
ー
レ
イ

ブ
ワ
ン
）」
と
い
う
取
り
組
み
が
あ
り

ま
す
。

　

長
崎
特
有
の
社
会
問
題
と
し
て
、
離

島
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
教
育

や
社
会
経
験
を
巡
る
問
題
が
あ
り
ま

す
。
長
崎
は
日
本
で
最
も
離
島
が
多
い

都
道
府
県
で
す
が
、
本
土
と
離
島
で
は

子
ど
も
た
ち
が
得
ら
れ
る
教
育
や
社
会

経
験
に
格
差
が
あ
る
の
が
実
情
で
す
。

離
島
に
は
離
島
な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し

い
文
化
や
自
然
が
あ
る
一
方
で
、
離
島

で
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
そ
の

地
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

し
よ
う
に
も
、
そ
も
そ
も
の
島
内
人
口

が
少
な
い
た
め
「
練
習
試
合
の
相
手
が

見
つ
か
ら
な
い
」
な
ん
て
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
ヴ
ェ
ル
カ
は2023-24

シ
ー

ズ
ン
か
ら
、
離
島
の
子
ど
も
た
ち
を
ア

リ
ー
ナ
に
招
待
し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
離
島
対
抗

戦
）
や
ヴ
ェ
ル
カ
の
試
合
観
戦
、
さ
ら

に
は
ア
リ
ー
ナ
内
で
ち
ょ
っ
と
し
た
職

業
体
験
な
ど
を
提
供
す
る
機
会
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
離
島
か
ら
来
る
子
ど

も
た
ち
や
先
生
方
の
交
通
費
や
宿
泊
費

を
考
え
る
と
、
そ
れ
な
り
の
費
用
が
か

か
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
こ
の
取

り
組
み
も
複
数
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ヴ
ェ
ル
カ
が

取
り
組
ん
で
い
る
社
会
貢
献
活
動
の
多

く
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
皆
様
と
共

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と

い
う
と
、
昔
は
「
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
企

業
名
を
入
れ
る
」「
試
合
会
場
に
商
品

の
看
板
を
出
す
」
な
ど
、
広
告
効
果
や

企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
と
い

う
目
的
が
中
心
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
今

で
も
そ
れ
は
重
要
な
要
素
で
す
が
、
昨

今
は
そ
れ
以
上
に
「
共
に
社
会
貢
献
活

動
に
取
り
組
み
た
い
」
と
い
う
声
を
多

く
の
企
業
か
ら
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

と
っ
て
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
ク
ラ
ブ
の
経
営
に
不
可
欠
な
要
素

で
あ
る
と
同
時
に
、
ク
ラ
ブ
が
目
指
す

社
会
を
実
現
し
て
い
く
上
で
必
要
な
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
地
元
企
業

の
皆
さ
ま
と
の
関
係
性
を
大
切
に
、

ヴ
ェ
ル
カ
が
こ
こ
長
崎
で
果
た
す
べ
き

役
割
は
何
か
を
、
問
い
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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◆
フ
ジ
オ
カ
１
２
６
年
の
歩
み

　

フ
ジ
オ
カ
の
歴
史
は
、
明
治
時
代
―

私
の
曽
祖
父 

藤
岡
清
一
（
１
８
６
３

年 

文
久
３
年
生
ま
れ
）
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。

　

清
一
は
20
代
で
父
の
清
助
か
ら
引
き

継
い
だ
大
阪
の
米
問
屋
を
米
相
場
に
失

敗
し
、
倒
産
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
し
負
債
を
完
全
に
整
理
し
た
う
え

で
、
単
身
下
関
の
石
油
店
に
て
奉
公
に

で
ま
す
。

　

そ
の
後
１
８
９
７
年
（
明
治
30
年
）

頃
、
27
歳
で
家
族
を
伴
っ
て
長
崎
に
移

住
。
高
平
町
の
長
屋
に
落
ち
着
く
も
、

他
国
者
（
よ
そ
も
の
）
と
言
わ
れ
て
辛

い
思
い
を
し
た
そ
う
で
す
。
銅
座
は
長

久
橋
あ
た
り
の
貿
易
商
に
勤
め
る
か
た

わ
ら
、
ラ
ン
プ
と
石
油
の
商
売
を
行
っ

て
い
た
と
い
い
ま
す
。
一
説
に
は
、
一

時
期
大
波
止
で
蓄
音
機
の
香
具
師
（
蓄

音
機
を
道
行
く
人
に
聴
か
せ
て
お
金
を

い
た
だ
く
）
を
し
て
い
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。（
今
の
私
の
音
楽
好
き
は

曾
祖
父
ゆ
ず
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。）

◆
第
一
次
創
業
：
藤
岡
清
一
商
店

（
１
８
９
９
年
－
１
９
４
０
年
）

　

１
８
９
９
年
、
灯
油
や
潤
滑
油
の
販

売
を
生
業
と
す
る
「
藤
岡
清
一
商
店
」

を
創
業
し
ま
し
た
。

　

明
治
～
大
正
期
の
長
崎
県
は
造
船
や

商
船
向
け
の
灯
油
や
潤
滑
油
の
需
要
が

急
増
。
藤
岡
清
一
商
店
は
、
三
菱
造
船

所
の
近
代
化
な
ど
、
近
代
長
崎
の
工
業

燃
料
イ
ン
フ
ラ
の
誕
生
期
に
合
わ
せ
て

成
長
し
ま
し
た
。
大
正
期
に
は
長
崎
港

は
九
州
最
大
の
国
際
港
に
な
り
、
市
内

に
は
ガ
ス
灯
や
電
灯
が
普
及
、
灯
油
の

流
通
は
生
活
基
盤
産
業
と
な
り
ま
し

た
。
石
油
事
業
は
生
活
燃
料
＋
工
業
燃

料
の
両
輪
に
乗
り
ま
し
た
。

　

１
９
１
４
年
（
大
正
３
）
に
は
第
一

次
世
界
大
戦
が
勃
発
。
造
船
需
要
の
急

増
で
長
崎
が
活
況
を
帯
び
、
工
業
燃
料

の
需
要
が
高
騰
し
、
石
油
事
業
の
基
盤

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
初
期
は
造

船
拡
大
と
軍
需
経
済
に
よ
る
燃
料
需
要

が
急
伸
。
１
９
３
０
年
代
（
昭
和
初

期
）
は
、
石
油
事
業
は
“
長
崎
の
軍
需

工
業
”
と
と
も
に
最
大
の
成
長
期
を
迎

え
ま
す
。
１
９
３
９
年
に
第
二
次
世
界

大
戦
、
１
９
４
０
年
（
昭
和
15
）
に

は
、
戦
時
統
制
で
石
油
販
売
は
国
の
管

理
下
に
お
か
れ
、
民
間
供
給
は
大
幅
に

制
限
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
藤
岡

清
一
商
店
は
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
。
清
一
は
１
９
４
０
年
に
草
創
期
の

役
割
を
終
え
た
か
の
よ
う
に
77
歳
で
逝

去
し
ま
す
。

◆
第
二
次
創
業
：
戦
後
復
興
と
藤
岡
石

油
店
（
１
９
４
９
年
－
１
９
９
８
年
）

　

１
９
４
５
年
、
長
崎
市
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
、
終
戦
を
迎
え
ま
す
。
都
市
は

壊
滅
し
、
経
済
ゼ
ロ
地
点
か
ら
の
石
油

イ
ン
フ
ラ
が
再
建
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
燃
料
統
制
の
中
で
、
民
間
供
給

は
ほ
ぼ
停
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

１
９
４
９
年
（
昭
和
24
年
）
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
よ
り
統
制
が
緩
和
さ
れ
、
日
本
の
石

油
自
由
販
売
が
再
開
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
合
わ
せ
て
藤
岡
石
油
店
を
創
業
し
た

の
が
祖
父
の
藤
岡
英
二
で
し
た
。

　

長
崎
で
は
復
興
住
宅
・
運
送
・
建
設

業
の
再
始
動
で
燃
料
需
要
が
急
増
。
藤

岡
石
油
店
の
創
業
は
長
崎
再
起
動
を
燃

料
で
支
え
る
役
割
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
１
９
６
１
年
（
昭
和
30
年
）
に
藤

岡
英
二
が
61
歳
で
急
逝
、
藤
岡
滋
が
三

代
目
社
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
６
０
～
70
年
代
の
高
度
成
長
期

に
お
い
て
急
激
な
車
社
会
化
が
進
み
、

県
の
統
計
に
よ
れ
ば
長
崎
の
自
動
車
台

数
が
10
年
間
で
６
倍
と
な
り
、
石
油
事

業
が
地
域
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
会
社
で
あ
り
ま
す
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー

ラ
長
崎
は
そ
の
さ
な
か
の
１
９
６
４
年

（
昭
和
39
年
）
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
７
３
年
（
昭
和
48
年
）
第
一
次
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
１
９
７
９
年
の
第
二

次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
石
油
価
格
は
高

騰
し
、
石
油
販
売
業
は
省
力
化
・
効
率

化
へ
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境

問
題
や
公
害
問
題
で
化
石
燃
料
が
問
題

視
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
藤
岡
石
油
店

は
事
業
多
角
化
・
効
率
化
の
転
換
を
模

索
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
の
父
で
あ
る
藤
岡
邦
雄
は
藤
岡
石

油
店
の
専
務
・
副
社
長
と
し
て
長
く
会

社
実
務
を
担
う
と
と
も
に
、
石
油
組
合

会社紹介 第146号

代表取締役　　　　

藤　岡　秀　則

株式会社 フジオカ
〜フジオカ126年の歩み 〜
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り
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り

（11）

他
の
公
務
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。
石
油

元
売
り
の
統
合
、
廉
売
事
業
者
の
横

行
、
粗
悪
品
の
販
売
な
ど
様
々
な
業
界

の
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
石
油
需

要
は
伸
び
続
け
、
１
９
９
０
年
に
は
県

内
に
25
か
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を

有
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
９
７
年
に
石
油
製
品
の
輸
出
承

認
制
度
の
実
質
自
由
化
。
１
９
９
８
年

に
有
人
監
視
方
式
の
セ
ル
フ
給
油
所

（
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
）
が
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

規
制
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
異

業
種
（
商
社
、
ス
ー
パ
ー
、
農
協
な

ど
）
が
石
油
製
品
輸
入
・
販
売
市
場
に

参
入
。
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
解
禁
に
伴
い
、

販
売
所
数
の
変
動
、
競
争
激
化
が
始
ま

り
ま
し
た
。
規
制
緩
和
＋
輸
入
自
由
化

が
価
格
低
下
圧
力
と
な
り
、
ガ
ソ
リ
ン

卸
売
・
小
売
価
格
の
低
下
傾
向
が
見
ら

れ
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
日
本

石
油
株
式
会
社
と
三
菱
石
油
株
式
会
社

が
合
併
な
ど
、
元
売
り
・
精
製
会
社
の

再
編
が
加
速
し
て
い
き
ま
し
た
。

◆
第
三
次
創
業
：
株
式
会
社
フ
ジ
オ
カ

へ
（
１
９
９
９
年
－
）

　

１
９
９
８
年
、
私
は
前
職
よ
り
長
崎

に
戻
り
、
当
時
の
藤
岡
石
油
店
に
入
社

い
た
し
ま
し
た
。
１
９
９
９
年
は
創
業

１
０
０
周
年
の
年
で
あ
り
、
こ
の
年
を

契
機
に
藤
岡
石
油
店
は
子
会
社
を
統
合

し
、「
株
式
会
社
フ
ジ
オ
カ
」
へ
と
社
名

変
更
い
た
し
ま
し
た
。
石
油
事
業
及
び

自
動
車
関
連
事
業
を
中
核
と
し
て
、
消

防
機
器
の
設
置
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
、

事
務
機
器
関
連
販
売
事
業
、
ゴ
ル
フ
練

習
場
事
業
他
、
石
油
事
業
の
枠
に
お
さ

ま
ら
な
い
事
業
展
開
を
進
め
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
に
藤
岡
滋
・
邦
雄
が
相

次
い
で
逝
去
し
、
私 

藤
岡
秀
則
が
社

の
代
表
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
０
７
年

に
不
動
産
事
業
部
を
開
設
し
、
現
在
は

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
４
棟
展
開
。
２
０
１
０

年
に
熊
本
県
天
草
に
て
車
海
老
養
殖
事

業
を
開
始
。
２
０
１
１
年
に
は
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
ふ
じ
の
丘
」
を
東
長
崎
に
開

設
、
ま
た
同
年
飲
食
店
舗
事
業
を
開

始
。
２
０
１
４
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
バ
ラ
モ
ン
食
堂
」
は
コ
ロ
ナ
禍
な
ど

厳
し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年

10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
第
四
次
創
業
：
フ
ジ
オ
カ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
へ
（
２
０
２
５
年
－
）

　

現
在
当
社
は
創
業
１
２
６
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

暫
定
税
率
は
石
油
業
界
に
と
っ
て
長

年
の
懸
案
で
し
た
が
、
ご
存
知
の
通
り

廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
の
環
境

問
題
へ
の
対
応
が
あ
り
、
石
油
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。

　

規
制
緩
和
以
前
に
は
石
油
元
売
り
は

14
社
、
販
売
店
舗
は
６
万
か
所
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
元
売
り
５
社
、
販
売

店
舗
は
２
万
７
千
か
所
ま
で
減
っ
て
い

ま
す
。
当
社
も
ピ
ー
ク
時
に
25
か
所

あ
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、
セ
ル

フ
化
や
大
型
店
舗
化
な
ど
の
合
理
化
を

通
じ
て
、
現
在
の
直
営
ス
タ
ン
ド
は
県

内
６
か
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
各
国
で
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
て
の
野
心
的
な
目
標
を
維

持
し
つ
つ
も
、
た
だ
自
動
車
に
関
し
て

は
Ｅ
Ｕ
が
２
０
３
５
年
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン

ジ
ン
車
の
新
車
販
売
禁
止
方
針
を
変

更
、
財
政
的
懸
念
を
背
景
に
急
速
な 

Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て

い
る
状
態
で
あ
り
、
現
実
的
に
は
ま
だ

ま
だ
石
油
の
存
在
価
値
は
あ
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
日
本
各
地
で
の
地
震
、
林

野
火
災
、
線
状
降
水
帯
、
豪
雪
な
ど

様
々
な
自
然
災
害
に
対
し
て
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
は
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

の
最
後
の
砦
と
し
て
緊
急
車
両
や
避
難

所
、
病
院
な
ど
へ
の
燃
料
供
給
に
尽
力

し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
４
月
よ
り
、
株
式
会
社

フ
ジ
オ
カ
と
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
長
崎
株

式
会
社
、
マ
ス
ラ
ガ
レ
ー
ジ
株
式
会
社

は
株
式
を
統
合
し
、「
フ
ジ
オ
カ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
」
と
な
り
ま
し

た
。
将
来
の
事
業
承
継
や
株
式
対
策
と

い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
最
大
の
目

的
は
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
一
体
感
の

醸
成
と
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
お
よ
び
発

信
力
の
強
化
に
あ
り
ま
す
。

　

清
一
が
立
ち
上
げ
た
藤
岡
清
一
商
店

を
「
第
一
の
創
業
」、
英
二
が
戦
後
新

た
に
再
生
し
た
藤
岡
石
油
店
を
「
第
二

の
創
業
」、
滋
・
邦
雄
が
グ
ル
ー
プ
を

ま
と
め
た
フ
ジ
オ
カ
を
「
第
三
の
創

業
」、
と
す
れ
ば
、
今
回
の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
化
は
フ
ジ
オ
カ
の
「
第
四
の
創
業
」

と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
節
目
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
捉
え
、

フ
ジ
オ
カ
は
企
業
Ｍ
Ｖ
Ｖ
（
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
＝
企
業
と

し
て
の
在
り
方
・
経
営
方
針
）
を
更
新

し
ま
し
た
。

◆
フ
ジ
オ
カ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
～
お
客
様

と
の
約
束
事

　

心
ま
で
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
。

◆
フ
ジ
オ
カ
の
ビ
ジ
ョ
ン
～
私
た
ち
は

ど
ん
な
会
社
を
目
指
す
の
か

　
「
フ
ジ
オ
カ
で
よ
か
っ
た
」
を
、
今

日
も
み
ん
な
で
。

◆
フ
ジ
オ
カ
の
バ
リ
ュ
ー
～
そ
の
為
に

定
義
し
た
私
た
ち
の
働
き
方

　
「
何
事
も　

お
も
し
ろ
く　

楽
し
く

真
剣
に
」「
チ
ー
ム
で
仕
事
を
す
る
」

（
チ
ー
ム
６
則
）

　

こ
れ
ら
の
方
針
は
“
宣
言
し
て
終
わ

り
”
で
は
な
く
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
社

員
が
“
体
現
”
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て

成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
。
む
し
ろ
こ
こ

か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。
こ
の
Ｍ
Ｖ
Ｖ
を

単
に
伝
書
バ
ト
の
よ
う
に
文
字
通
り
、

そ
の
ま
ま
部
下
に
話
し
て
ほ
し
い
わ
け

で
は
な
く
、
自
分
の
言
葉
と
行
動
で
伝

え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
員

に
『
フ
ジ
オ
カ
で
よ
か
っ
た
』
と
い
う

言
葉
が
増
え
て
く
れ
ば
、
そ
れ
は
き
っ

と
良
い
会
社
で
あ
る
と
い
う
証
し
と
思

い
ま
す
し
、
お
客
様
か
ら
も
ご
支
持
い

た
だ
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
・
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
災
害
対
応
な
ど
社

会
問
題
は
続
き
ま
す
。
時
代
の
変
化
に

合
わ
せ
て
私
た
ち
フ
ジ
オ
カ
も
変
化
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

フ
ジ
オ
カ
の
柱
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
石
油
関
連

商
品
お
よ
び
自
動
車
関
連
事
業
に
つ
い

て
は
、
技
術
革
新
や
そ
れ
に
伴
う
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
対
応
し
た
サ
ー
ビ

ス
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
多

様
化
・
高
度
化
す
る
お
客
様
の
要
望
に

お
応
え
で
き
る
よ
う
、
若
い
世
代
を
中

心
に
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
企
業
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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展示風景（長崎市役所ギャラリーウォール） 展示風景（浜屋ステップギャラリー）

第16回 「税に関する
　　 絵はがきコンクール」

応募総数� 697通
応募校� 27校

審査風景

西城山小学校西城山小学校
武田 将暉武田 将暉さんさん

長
崎
法
人
会
会
長
賞

長
崎
法
人
会
会
長
賞

長
崎
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

長
崎
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

諏訪小学校諏訪小学校
片山 結菜片山 結菜さんさん

ポスター掲示風景（アダチ産業）

ポスター掲示風景（森美工務店）

長
崎
税
務
署
長
賞

長
崎
税
務
署
長
賞

戸町小学校戸町小学校
橋本さくら橋本さくら さん さん
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り

（
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）
長
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法
人
会
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よ
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（13）

高城台小学校
重松 奈那 さん

奨励賞奨励賞戸町小学校
緒方ひかり さん

奨励賞奨励賞

坂本小学校
上野 瑛祐さん

奨励賞奨励賞

長与小学校
五嶋　凜 さん

奨励賞奨励賞

桜町小学校
宮川 そら さん

奨励賞奨励賞

坂本小学校
吉﨑美智子 さん

奨励賞奨励賞桜町小学校
石橋菜々子 さん

奨励賞奨励賞

桜町小学校
立花　慶 さん

奨励賞奨励賞 桜町小学校
栗山 縁子 さん

奨励賞奨励賞

長崎大学教育学部附属小学校
前田 恋羽 さん

奨励賞奨励賞 戸町小学校
川口果里奈 さん

奨励賞奨励賞西浦上小学校
平田こはる さん

奨励賞奨励賞山里小学校
山本 有悟さん

奨励賞奨励賞

戸町小学校
坂口 華音 さん

奨励賞奨励賞

桜町小学校
前田 あんさん

奨励賞奨励賞

長
崎
法
人
会
青
年
部
会
長
賞

長
崎
法
人
会
青
年
部
会
長
賞

時津東小学校時津東小学校
沖本あかり沖本あかり さん さん

審
査
員
特
別
賞

審
査
員
特
別
賞

桜町小学校桜町小学校
譚　　凱譚　　凱 さん さん
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（
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会
だ
よ
り

（14）

 

『
支
え
ら
れ
て
い
る
社
会
、

　
　
　
支
え
て
い
く
未
来
』

　
長
崎
女
子
商
業
高
等
学
校

三
年　

堀
内
　
美
玖

　

私
の
通
う
高
校
で
は
ア
ル
バ
イ
ト
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
働
い

て
お
金
を
稼
ぐ
経
験
は
ま
だ
な
い
が
、

今
年
の
夏
に
、
地
域
の
夏
祭
り
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る
機
会
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
得
た
体
験
を
通
し

て
、「
税
金
は
自
分
に
は
ま
だ
関
係
な

い
も
の
」
だ
と
思
っ
て
い
た
考
え
が
大

き
く
変
わ
っ
た
。

　

私
の
役
割
は
、
子
ど
も
向
け
の
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
の
運
営
だ
っ
た
。
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
や
輪
投
げ
な
ど
、
準
備
か
ら

当
日
の
運
営
ま
で
、
地
域
の
人
た
ち
と

の
交
流
が
楽
し
く
、
自
分
が
役
に
立
っ

て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
た
。

し
か
し
準
備
の
合
間
、
あ
る
自
治
会
の

方
が
話
し
て
い
た
「
市
か
ら
補
助
金
が

出
て
る
か
ら
、
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
が

で
き
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
言
葉
が
、
ふ

と
耳
に
残
っ
た
。

　

そ
の
後
、
休
憩
時
間
に
思
い
切
っ
て

そ
の
方
に
質
問
し
て
み
た
。「
補
助

金
っ
て
、
ど
こ
か
ら
出
て
る
ん
で
す

か
。」
す
る
と
、「
市
民
が
納
め
て
い
る

税
金
だ
よ
。
そ
れ
を
使
っ
て
、
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
や
施
設
を
支
え
て
い
る
ん

だ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
私
は
驚
い

た
。
お
祭
り
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
自

主
的
に
集
ま
っ
て
開
い
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
税
金
に
よ
る

支
援
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い

う
事
実
を
、
そ
の
と
き
初
め
て
知
っ
た
。

　

そ
の
日
の
帰
り
道
、
街
を
歩
き
な
が

ら
、
今
ま
で
自
分
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
使
っ
て
き
た
も
の
、
公
園
、
図
書

館
、
学
校
、
道
路
、
そ
れ
ら
の
多
く
が

税
金
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
た
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
、
税
金
は
静
か
に
確

か
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
今
、
私
が
無
意
識
の
う
ち
に
支
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　

税
に
つ
い
て
の
意
識
は
、
そ
れ
以
来

少
し
ず
つ
変
わ
っ
た
。
授
業
で
学
ん
だ

内
容
に
も
よ
り
興
味
が
湧
く
よ
う
に
な

り
、「
納
税
」
と
い
う
言
葉
が
た
だ
の

義
務
で
は
な
く
、「
社
会
の
一
員
と
し

て
果
た
す
責
任
」
な
の
だ
と
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
だ
私
は
税
金
を

納
め
る
立
場
で
は
な
い
が
、
将
来
働
く

よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
自
分
の
払
う
税

金
が
誰
か
の
役
に
立
ち
、
社
会
の
役
に

立
つ
と
い
う
実
感
を
持
て
る
よ
う
な
生

き
方
を
し
た
い
と
思
っ
た
。

　

夏
祭
り
の
終
盤
、
打
ち
上
げ
花
火
を

見
上
げ
な
が
ら
、
多
く
の
人
た
ち
が
笑

顔
で
手
を
振
っ
て
い
た
。
そ
の
光
景
を

見
て
、
私
は
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
力

が
集
ま
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
幸
せ
な
空

間
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
目
に
見

え
な
い
支
え
、
つ
ま
り
税
金
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
た
。

　

私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

は
、
誰
か
の
努
力
や
支
え
、
そ
し
て
納

税
と
い
う
行
動
の
上
で
成
り
立
っ
て
い

る
。
今
回
の
夏
祭
り
で
の
体
験
は
、
そ

ん
な
社
会
の
仕
組
み
を
体
感
し
、
将
来

の
自
分
の
生
き
方
を
考
え
る
大
き
な

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
は
、
た
だ
「
支
え
ら

れ
る
側
」
で
は
な
く
、「
支
え
て
い
く

側
」
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て

い
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
な
が

ら
成
長
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
い
つ

か
、
誰
か
に
「
支
え
ら
れ
て
い
る
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
存
在
に
な
り

た
い
。

 

『
税
金
が
繋
ぐ
、

　
　
　
　
平
和
の
記
憶
』

　
長
崎
女
子
商
業
高
等
学
校

三
年　

藤
原
　
涼
香

税
に
関
す
る
作
文

《《  

福
岡
国
税
局
長
賞

福
岡
国
税
局
長
賞  
》》

《《  

長
崎
税
務
署
長
賞

長
崎
税
務
署
長
賞  

》》

　

税
務
署
で
は
次
代
を
担
う
高
校
生
に
対
し
税
の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、「
税
に
関
す
る
作
文
」
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
数
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
受
賞
さ
れ
た
２
編
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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「
平
和
っ
て
、
い
つ
か
当
た
り
前

じ
ゃ
な
く
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。」

長
崎
で
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

て
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
私
は
今
、
被
爆
の
実
相
を

学
び
、
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る
活
動

を
し
て
い
る
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
私

の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
存
在
だ
っ

た
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
長
崎
で
被

爆
し
た
。

　
「
で
も
ね
、
私
は
運
が
良
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
原
爆
の
辛
さ
を
強
く

感
じ
る
こ
と
は
そ
う
多
く
は
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
ま
わ
り
で
は
多
く
の
人
が
苦

し
み
、
大
切
な
人
を
失
っ
て
い
た
の
。」

そ
う
語
っ
て
く
れ
た
。
で
も
、
焼
け
野

原
に
な
っ
た
街
、
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た

空
。
そ
ん
な
中
を
生
き
抜
い
て
き
た
こ

と
だ
け
で
も
、
本
当
に
す
ご
い
し
、
ど

れ
ほ
ど
辛
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

今
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
原
爆
手

帳
を
持
ち
、
医
療
費
の
助
成
な
ど
の
支

援
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
制
度
の

多
く
が
、「
税
金
」
で
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
私
は
初
め
て

税
の
持
つ
大
き
な
力
に
気
づ
い
た
。

　

税
金
と
聞
く
と
、
私
に
は
ず
っ
と
遠

い
世
界
の
話
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
け

れ
ど
、
実
は
私
の
身
近
な
大
切
な
人
を

支
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

「
税
っ
て
人
の
命
や
安
心
を
守
る
も
の

な
ん
だ
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

被
爆
者
の
方
々
は
年
々
高
齢
に
な

り
、
体
験
を
語
れ
る
人
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
資
料
館

や
平
和
公
園
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

平
和
教
育
の
場
が
ま
す
ま
す
大
切
に

な
っ
て
い
く
と
思
う
。
こ
れ
ら
も
す
べ

て
、
税
金
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
私
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
の

も
、
そ
う
い
っ
た
環
境
が
整
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
だ
。

　

税
金
は
、
道
路
や
建
物
を
つ
く
る
だ

け
で
は
な
く
、「
人
の
記
憶
」
や
「
平

和
の
願
い
」
ま
で
も
支
え
て
い
る
の
だ

と
気
づ
い
た
と
き
、
私
は
初
め
て
税
金

に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
た
。

　

あ
の
日
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

「
で
も
ね
、
私
は
運
が
良
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
…
」
と
語
っ
た
そ
の
言
葉

の
裏
に
は
、
税
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き

た
日
々
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
想
い
と
支
え
を
、
今
度
は
税
を

納
め
る
立
場
に
な
る
私
た
ち
が
繋
げ
て

い
く
。
税
金
を
た
だ
の
「
義
務
」
で
は

な
く
、「
誰
か
の
命
と
記
憶
を
守
る
た

め
の
大
切
な
お
金
」
だ
と
心
か
ら
思
え

る
よ
う
に
な
り
た
い
。

　
「
平
和
っ
て
い
つ
か
当
た
り
前
じ
ゃ

な
く
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。」
で
も
、

だ
か
ら
こ
そ
私
は
、
税
が
つ
く
る
優
し

さ
や
支
え
の
形
を
信
じ
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キャッシュレス納付しませんか？ 

✦ 振替日にご指定の預貯金口座から納税額を自動引き落としする制度です。 

✦ 金融機関や税務署の窓口まで現金を持ち歩く必要がなく安全。 

✦ 手続は初回のみ。翌年以降は継続して利用。 

「振替依頼書」を書面又はオンライン（ ）にて、納付の期限までに所轄税務署へご提出ください。 

※ 残高不足等で振替納税ができない場合は、納付の期限の翌日に遡及して、延滞税計算の対象となります。 

✦ スマートフォンから各種 払いを選択して納付できます。 

 

スマホアプリ納付 

振替納税 

便利！ 

安全！ 

簡単！ 

便利！ 

※ 令和７年９月末現在の情報です。ご利用可能な 払いは変更となる場合があります。 



（
公
社
）
長
崎
法
人
会
だ
よ
り

（
公
社
）
長
崎
法
人
会
だ
よ
り

（16）

✓ マイナンバーカード

✓ マイナンバーカード読取対応のスマホ

✓ マイナンバーカードのパスワード２つ

① 署名用電子証明書のパスワード （英数字６～ 文字）

② 利用者証明用電子証明書のパスワード（数字４桁）

令令和和７７年年分分確確定定申申告告ににつついいてて

令令和和７７年年分分確確定定申申告告のの相相談談はは２２月月かかららでですす
※ １月は令和７年分の申告相談を受付けていません

税務署では
マイナンバーカードを
利用した『スマホ申告』を
推進しています

スマホに
マイナポータルアプリ
をインストール

パスワードを忘れた場
合やロックされた場合
の対処法については、
公的個人認証サービス
のポータルサイトをご
確認ください。

＼
／

必要なもの 準備

✓ マイナポータルで利用者登録
すでにマイナポータルで利用者登録済みの方はログイン
します

✓ 「確定申告の事前準備」ページで取得したい
証明書等を選択
証明書等の種類や証明書等を発行する発行元を選択
します

利用者登録はこちら
（ログイン）

確定申告の事前準備
ページはこちら

スマホ申告

事前準備が完了したら、確定申告書の作成を開始！

確定申告書等作成コーナーからマイナンバーカードで

納税はキャッシュレス

困ったら

・作成コーナー
ヘルプデスク

月曜日～金曜日 ９時～ 時
※休祝日及び 月 日～１月３日除く。

作作成成ココーーナナーーのの
おお問問合合せせ先先ははここちちらら

国税庁 LINE公式
アカウント
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第39回法人会全国青年の集い　山梨大会

　去る令和７年11月20日から21日に山梨県甲府市にて第39回法人会全国青年の集い山梨大会が開催され、正
副部会長を中心に７名で参加して参りました。今年は「人は石垣 人は城 ～光り輝く未来のために～」を大
会スローガンに、全国の青年部会員約1,900名の登録がありました。
　大会１日目の11月20日には全法連青年部会連絡協議会、租税教育活動プレゼンテーション、健康経営大
賞、及び部会長ウェルカムパーティーが、大会２日目の11月21日には部会長サミット、会員交流分科会、記
念講演、大会式典及び大懇親会が開催されました。20日の租税教育活動プレゼンテーションでは、鳥栖法人
会が最優秀賞を獲得され、税を身近に感じていただける租税教室の重要性を再認識できました。そして、21
日の記念講演会では株式会社ヴァンフォーレ山梨スポーツクラ
ブ代表取締役社長佐久間悟氏による「プロヴィンチア（地方クラ
ブ）の挑戦」～フットボールクラブの枠を超えた存在と役割～と
題した講演が行われ、スポーツ（サッカー）を通じた地域連携と
健康経営の最前線が語られました。
　全国青年の集いは今後の地域活動の手がかりとなり、青年部会
活動の可能性を感じることができる学びの多い時間となります。
来年の第40回法人会青年の集いは島根大会となります。多くの会
員で参加しましょう。

テーマ

★ くらしを支える税 ★

令和7年度「税を考える週間」

税
を
考
え
る
週
間
街
頭
Ｐ
Ｒ

　国民の皆様に、税についてより深く理解していただくため、国税庁をはじめ全国の国税局や税務署
では毎年 11 月 11 日から 17 日までを「税を考える週間」とし、各種の広報活動を行っています。
　長崎税務署管内においても各種の広報活動が行われましたので、一部ご紹介いたします。

第41回法人会全国大会　高知大会

　第41回法人会全国大会が10月16日（木）、高知県立県民文化
ホールで開催され、全国から約1,600人が参集し当会からは８人が
参加しました。株式会社都築経営研究所 代表取締役である都築
冨士男氏による「変化の時代の経営、危機をチャンスに」の演題
で記念講演が行われ、その後式典では令和８年度税制改正提言の
報告や、青年部会による租税教育活動、健康経営活動の報告が行
われました。
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会務日誌 （令和 7 年 9 月〜 7 年12月）

令和８年度 税制改正スローガン
〇 社会保障に充てる消費税の減税は慎重な検討が必要 将来世代にツケを回さない仕組み作りを！
〇 「金利のある世界」への回帰を踏まえ、金融市場の動揺を招かない財政運営を！
〇 企業への過度な社会保険料負担を抑制し、中小企業の活性化に資する税制措置を！
〇 本格的な事業承継税制を確立し、地域経済と雇用の担い手の中小企業を守れ！

　11月８日及び 12月 11 日に石橋文税制委員会委員長
と永田吉朗副委員長が西岡秀子衆議院議員ならびに鈴
木史朗長崎市長を訪問し「令和８年度税制改正に関す
る提言」を手渡し、内容を詳細に説明しながらその実
現に向け要望しました。

令和８年度 税制改正に関する提言活動実施令和８年度 税制改正に関する提言活動実施

11 月８日　西岡衆議院議員 12月 11日　鈴木長崎市長

会議・事業名 開催月日 参加人数 テーマ・事業内容

税務研修会（８回シリーズ）（７） 7.  9.10 32 テーマ：法人税の優遇措置　講師：小山　翔　税理士
広報委員会（第２回） 7.  9.11 8 広報紙「いしだたみ」令和８年１月１日号　編集会議
長崎税務署管内税務運営協議会総会 7.  9.18 1 令和６年度税務運営協議会決算報告について、令和７年度税務運営協議会予算案について
税務研修会（８回シリーズ）（８） 7.  9.18 32 テーマ：令和７年度税制改正　講師：小山　翔　税理士
第19回女性部フォーラム（北海道大会） 7.  9.18 8 大会式典・記念講演会
税務研修会（４回シリーズ）（１） 7.  9.22 39 テーマ：消費税のあらまし、取引分類（１）　講師：近藤　泰彰　税理士
青年部会社会貢献委員会（第６回） 7.  9.22 10 令和７年度事業内容検討：ながさKid's Town
長崎間税会青年部役員会 7.  9.24 9 研修会・懇談会開催、新規会員加入勧奨について　他
県内事務局長等会議（第１回） 7.  9.25 10 全法連令和７年度第１回全国県連専務理事等会議の報告について　他
青年部会例会懇親会 7.  9.26 39 部会長報告・各委員会報告　他
絵はがきコンクール審査会 7.10.  1 8 選考委員：長崎市教育委員会、長崎税務署、長崎法人会役員
長崎間税会組織委員会 7.10.15 7 令和７年度新規会員増強推進状況について　他
税務研修会（４回シリーズ）（２） 7.10.15 36 テーマ：課税区分など　講師：近藤　泰彰　税理士
第41回法人会全国大会（高知大会） 7.10.16 8 大会式典・記念公開講演会
決算期別法人税等説明会（10・11・12月） 7.10.16 17 法人税の概要（法人税・源泉所得税・消費税）　講師：長崎税務署担当官
女性部会公開文化セミナー 7.10.22 24 テーマ：『捨てることより大切なこと』～暮らしに正解を求めすぎていませんか？～

講師：整理収納コンサルタント　今長　未央　氏
税務研修会（４回シリーズ）（３） 7.10.23 35 テーマ：計算方法など　講師：近藤　泰彰　税理士
長崎間税会長崎ブロック協議会 7.10.24 23 組織の拡充強化について、全間連の最重点施策の実施について　他
中間監査 7.10.27 1 令和７年度中間監査　野﨑地平税理士事務所　野﨑　地平　税理士
税務研修会（４回シリーズ）（４） 7.10.29 45 テーマ：インボイス制度など　講師：近藤　泰彰　税理士
長崎優良申告法人会・青女部会合同研修会 7.10.29 42 テーマ：税務行政の現状と課題　講師：長崎税務署長　石津　武志　氏
税に関する絵はがきコンクール作品展示 7.11.  3 100 浜屋百貨店ステップギャラリー（11/5 〜 13）　長崎市役所19階ギャラリーウォール（11/14 〜 26）
税を考える週間記念公開講演会 7.11.11 153 テーマ：地域を元気にするスポーツのチカラ！

講師：元日本テレビアナウンサー・フリーアナウンサー　上重　聡　氏
税に関する絵はがきコンクール表彰式 7.11.12

〜 11.19
9 上位５賞受賞者訪問（西城山・戸町・諏訪・時津東・桜町小学校）

女性部会「社会貢献活動」 7.11.14 17 「税を考える週間」PR　税に関する資料街頭配布：税務署チラシ、間税会チラシ、ゴミ袋、ティッシュ
令和７年分 年末調整説明会（リアル）
　　　　　 〃 　　　　　　（オンライン）

7.11.18 130
166

講師：長崎税務署、長崎市役所担当職員

青年部会社会貢献・租税教育合同委員会（第７回） 7.11.18 12 令和７年度事業内容検討：ながさKid's Town
第39回法人会全国青年の集い（山梨大会） 7.11.21 7 大会式典・記念講演会
青年部会会員交流委員会（第３回） 7.11.26 9 令和７年度研修会・懇親会について　他
女性部会視察研修旅行 7.11.27 24 軍艦島視察　他
健康経営委員会（第１回） 7.11.28 5 健康経営委員会　全法連の動き　今後の長崎法人会の動き・方向性
長崎問税会青年部臨時総会・研修会・懇親会 7.11.28 17 テーマ：税務行政におけるオンラインツールの利用等　

講師：長崎税務署統括国税調査官　有門　徹　氏
新設法人説明会 7.12.  3 25 新設法人に対する税に関する説明会　講師：長崎税務署担当官
青年部会　経営関連セミナー・懇親会 7.12.  8 47 テーマ：切らないがん治療先進医療「陽子線治療」について

講師：メディポリス国際陽子線治療センター　福岡事務所　所長　広庭　孝次　氏
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長崎支社/
長崎県長崎市桜町5-3（大同生命長崎ビル4F）
TEL 095-826-0161

長崎支店/
長崎県長崎市桜町5-3（大同生命長崎ビル3F）
TEL 095-828-0881
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